


























































































































































































































































































































































































201 解説にかえて

（左
図
）
、
Ａ
＝
表
題
、
Ｂ

・
Ｆ
＝
年
号
、
Ｃ

・
α
＝
作
成
者
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
原
則
と
考
え
た
。
例
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
が

数
行
に
わ
た
る
こ
と
や
、
一肩
書

・
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
区
域
は
重
複
し
た
り
、
兼
用
し
た

り
は
し
な
い
も
の
と
考
え
た
。

そ
こ
で
Ａ
域
に
書
か
れ
た
も
の
を
表
題
、
す
な
わ
ち
文
書
名
と
し
目
録
に
載
せ
た
。
表
題
の
か
か
れ
て
い
な
い
も
の
、
表
紙
の
欠
損
し

て
い
る
も
の
、
表
紙
の
表
題
の
み
で
は
不
充
分
な
も
の
に
つ
い
て
は
文
書
の
内
容
を
検
討
し
て

（　
）
で
補
う
こ
と
に
し
た
。

次
に
、
Ｂ

・
Ｆ
域
に
書
か
れ
た
も
の
を
年
号
、
す
な
わ
ち
年
月
日
と
し
目
録
に
採
用
し
た
。
た
だ
し
、
表
紙
に
年
号
の
記
さ
れ
て
い
な

い
も
の
や
、
表
紙
欠
損
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
末
尾
箇
所
に
記
さ
れ
た
年
号
を
第

一
と
し
、
文
書
の
内
容
を
検
討
し
て
目
録
に
載

せ
た
。
さ
ら
に
、
文
書
の
内
容
や
千
支
か
ら
推
定
で
き
る
場
合
は

（　
）
で
表
記
し
た
が
、
年
月
日
不
詳
の
も
の
は
空
欄
と
し
た
。

文
書
整
理
の
実
務
で
個
々
の
文
書
に
あ
た
る
と
、
帳
簿
の
内
容
は
前
年
分
で
あ
り
、
表
記
の
年
号
と
く
い
ち
が
う
場
合
や
、
後
年
の
写

し
で
あ
る
た
め
文
書
の
筆
写
年
代
と
表
紙
の
年
号

。
文
書
作
成
の
年
代
の
か
け
離
れ
て
い
る
場
合
な
ど
そ
れ
ら
の
情
報
を
目
録
に
採
用
す

べ
き
か
と
も
考
え
た
が
、
厳
密
な
史
料
批
判
は
、
原
文
書
を
利
用
す
る
方
に
委
ね
る
こ
と
と
し
、
本
目
録
は
前
述
の
原
則
の
通
り
に
し
て

あ
る
。
ご
了
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
Ｂ
‐

‐
一

「
「
‐

‐
―

・

一日

差
出
人

（作
成
者
）
は
文
書
の
末
尾
箇
所
の
も
の
を
第

一
に
優
先
的

に
採
用
し
、
該
当
の
も
の
が
な
い
場
合
は
表
紙
Ｃ

・
α
域
に
あ
る
も
の

を
採

っ
た
。

受
取
人

（宛
名
）
は
文
書
末
尾
箇
所
の
も
の
を
第

一
に
優
先
的
に
採

用
し
た
。
今
回
、
日
録
に
し
た
分
は
冊
子

（帳
簿
）
型
文
書
で
あ
る
の

で
、
受
取
人
は
判
別
し
難
く
、
文
書
作
成
の
事
情
を
推
測
す
る
こ
と
で



受
取
人
を
決
め
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
末
尾
箇
所
の
採
用
を
原
則
と
す
る
に
と
ど
め
た
。

形
態
に
つ
い
て
は
、
縦
帳
、
横
帳
、
状
、
綴
、
折
本
、
絵
図
、
状
綴
に
分
け
た
。

最
後
に
、
参
考
資
料
と
し
て
、
簡
略
化
し
た

「整
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と

「
上
名
栗
村
の
支
配
変
遷
及
び
名
主

「
絵
図
」
を
つ
け
た
。

覧
」
「
町
田
家
系
図
」

（須
田
　
肇
）
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〔圏
罷
村
ロ

ロ
Ｎ
導
〕

辱
田
渕
Ｘ
咄
□
熱
奇
洛
パ
ーー
ト
ヽ
と

（Ｓ
）

Ｍ∫随
（叶
刈
岬
）椰基界　
Σ暢
゛
伊
ぎ
ｃ（
ｇ
りヽ／列川〔
串
∽
いい
〕̈
『
一
潮
一｝］
り
』］
『
一
一「一い「゙
旧
師
噸
峰
い」げ出

書
ф

（叫
×
嶋
）
淋
爺

楡
中
ヽ
ま

い
ヽ
ンノ
川

川

―

―

―

―

罵
∽
（
ｏ
舛
叫
咄
〈

／
／
／
ノ
／
８
　
卜
涵
目
さ
れ伊
が
　
ヽ
Ｏ
叫
叫
咄
〈

獣
鵬
´

（叶
×
岬
）
Σ
斡

奇
汗
球

即
月
＞

掛
　
゛

Ｎ
涵
ロ
サ
針
５
　
Σ
暢
゛
訓
ざ
ｄ
サ
゛
捕
如
゛
０
■
か

ｘ
（　
）
゛
柑
珈
ａ
Ｏ
■
夕
魚
酔

ｘ
「
料
ヽ
９
０
並
０
昇
蒸
襦
）
夕
［
館

澤
ヨ
サ
研
い
サ
‘
Л
川
川
川
川
川
川
概
「
い
い
］
¨
飢
』
舛
咄

〈

剛
爺
ａ
針
τ
針
叶
苺
岱
整

丼
屏
≧
藩
め
撃
卜
゛
淑
４
藁
雌
墨
　
蔵
ｒ

滸
爺
宙
卜
餃
涸
こ
針
ｃ
サ
叫
サ
き
べ
τ

針
τ
ひ
○
屁

「卜
゛
渕
と
」
館
づ
さ
か

斗
ト
ヨ
一扇
・
歯
絣
需
針
町
【
・
～
叶
蔭
館
汁
斧
π
積
が
続
ゆ
興

（畔
蔵
ゆ
）
針
τ
さ
か

蔵
ｃ
・
漱
Ｅ
＞
π

「叶
蔭
゛
円
」
針
゛
゛
ヾ
０
葬
・
漱
Ｉ
Ｘ
百
τ
き

（
叶
苗
ゆ
）
館
姦
叫
サ
針
τ

ヽ
卜
○
狂
が
（
群
畔
ｃ
針
，
肝
叶
０
シ
籠
薗

（湾
０
洋
熙
）
ａ
針
が



(1)上名栗村の支配変遷及‐び名主一覧

年  代 代官・領主  1  名 主 年  代 代官・ 領主 名 主

承応 頃
万治

寛文 816“

延
=8 80天和 2 82
4  84

元禄 1 88
2  89

9  96

131700

15  02

16  03

宝永 3 06
正徳 3 13
享保 1 16
4  19

4  19

5 20
7  22

9 劉
10 25

11  26

12  27

13  28

1429
15  30

1631
17  32

1833
19  34

20 35

元文 1 36
2 37
3  38

4 "
5  40

寛保 1 41
2  42

3  43

延享 1 44
2  45

3  46

4  47

寛延 1 48
2  49

3  50

宝暦 1 51

松平 清三郎 くγ8)
岡田五右衛門 (～12)

窪島市郎兵衛 (～14)

比企長左衛門 |
瀧野十右衛門 (～正は

')

卿 は 衛 1脚
柿 門

堀内六郎兵衛 (～め

原 新六郎  |
馬場源五右衛門 〔～4)

趾
門
ド淵

山田次右衛門 (～ 13)

|

斎藤 喜六郎 (～ 15)

J

日野小た衛門 (～ 17)

欝珈 |

大屋 杢之助

伊奈半左衛門

(新  l■ ,

源 右 衛 円

伝 兵 衛

忠 右 衛 門

半   本
源 右 衛 門

伝 兵 衛
伝 兵 衛
奥 右 衛 門

八 左 衛 門

伝 兵 衛

半   六
奥 右 衛 Fョ

奥 右 衛 門

有 右 衛 Fl

伝 兵 衛
八 左 衛 ,1

半   六
源 左 衛 門

奥 右 衛 門

有 右 衛 門

半   六
八 左 衛 門

源 左 衛 門

奥 右 衛 rち

半 兵 衛

半 兵 衛

宝暦 11712

3  53

4  54

5 
“6  56

7  57

8  58

9  50

10 60

11  61

12 62

13 63

明和 1 64
2  65

3  66

4  67

5  68

6  69

7  70

8  71

安水 1 72
2  73

3  74

4  75

5  76

6  77

7  78

8  79

9  80

天明 1 81
2  82

3  83

4   84

5  85

6  86

7  87

8  88

寛政 1 80
2  00

3  01

4  02

5  98

6  94

7  95

8  96

9  97

10  98

備前守

孫た衛r5

笠之助

藤十郎

伊奈

宮村

蓑

11沢

萩原弥五右衛Fl

堀谷来右衛門

静原 小兵衛

浦 之 助

勝 次 ,5

(ヽ■保 4〕

栄 次 郎

嘉 面 八

平 重 郎

市 五 郎

嘉 面 八
半 兵 衛

市 五 郎
甚五右衛門

八

郎

郎

一

輌一〕
¨
一甚五右衛門
嘉 面 八

市 五 郎

甚五右衛門

嘉 面 ノ`

源 左 衛 門

平 十 日F

市 五 郎

八 三 H`
亀   ノ`

市 五 15

勘 治 郎

亀   八
亀 八 郎

亀   八



205 解説にかえて

表中 空欄は継続,一―は不明
代官・領主,古組名主は

'近
世武州名栗村の構造』名栗村教育委員会 より転載

新組名主は町国家文書「年貢突合lll定帳」 「年貢両組仕訳帳」「年貢名寄帳」等より作成

但し,年番交代の月が不詳であるため, 2か年に名主役勤めがまたがる可能性あり

年 代  1 代官・ 領主  1  名     主 年 代 代官・領主  1  名     主
伊 兵 衛
源   蔵
源   蔵
金 右 衛 門

平 左 衛 門

四 郎 次
伊 兵 衛
金 右 衛 門

金 右 衛 門

平 左 衛 門

金 右 衛 門

伊 兵 衛
豊 次 郎
初 太 貞5
久 次 郎
与 左 衛 門

弥 次 郎
富 次 郎
寅 二 郎
源   蔵
兵 右 衛 門

太 次 郎
伊 兵 衛
長 五 郎
新 十 郎
与 左 衛 門

喜 二 郎
道    甫
弥   吉
富 次 郎
太 次 郎

[l]|

x.{x 6 l83s

837
938
r0 39

11 40

12 4t
13 42

t4 43

11,1t t 44

4 4'l

#',j( I 48

2!9
350
4 5t

552
653

ut1. r s4

356
45i
558
659

,i4 1 60

N^ 1 61

363
{,t 1 64

Er6 I 6s

206
367

!,1f"'r 68

3?0

関 保右衛門

山本 大膳

  1安  之 助 |]田[次]
1弥   吉
1道   南
1太 次 郎

1喜 左 衛 門

1太 次 郎

|四 郎 次

1伊 兵 衛

1道   南
1道   甫
1道   甫
1重 兵 衛

|

|

1仙 太 郎

瀧 之 助 1太 次 郎

木村甲斐守 (～42)

|

平岡越中守 (～ 17)
(岩 鼻 県)|

1大 次 郎

1太 次 郎

1太 次 郎

1太 次 郎

1大 次 郎

1大 次 郎

1太 次 郎

1清    吉

1吉 田延次郎

1太 次 郎

1太 次 郎

1太 次 郎

1太 次 郎

1大 次 郎

1太 次 郎

1太 次 郎

1太 次 郎



を見
水ヽ
１９
・
６

・
Ｂ
没

天
正
螂
～
延
宝
９
●
‐１

●
２９
没

慶
長
１７
～
元
禄
元

。
９

●
１２
没

慶
安
３
～
宝
永
３
●
３
●
５
没

延
宝
３
～
寛
保
２
●
Ｈ

●
６
没

①
初
　
代

②
左
京
之
助
⑫

③
Ｌ
（左
衛
門
０

④
佐

兵

衛
０
１
１
１
１
⑤
八
郎
右
衛
門
①

元
文
３
～
文
政
５
●
１０
●
７
没

宝
暦
９
～
文
政
５
・
２
●
器
没

安
政
９
～
天
保
９
●
１
・
８
没

⑦
浦

之

助
帥

翡
酷
知出
討
文
化
２
　
欠
落

文
化
４
　
勘
当
帳
外

文
化
４
●
４
●
‐３
～
明
治
器
・
７
●
３
没

⑩
安

之

助
⑩

文
政
１１
～
天
保
９

童
な
水
６
～
明
治
２３

菊

次

郎
①

初
代
軍
蔵
０
１
１
１
１
②
軍

蔵
①

文
化
１‐２，
文
久
元
・
１２
・
８
没
　
天
保
１３
・
３
・
２９
，
明
治
２７
・
８
●
２８
没
（絶
家
）

υ)町田家系図

江
戸
在
住
（安
助
）

″

（東
京
Ｘ
安
重
郎
）

『近世武‐州名栗村の構造』名栗村教育委員会 より転載
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